
           ７ 東京都立武蔵高等学校附属中学校 

解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 ２０点 

毎日けい続して ア 時間ごと  にカブトムシの様子を イ 記録  することで、

「謎」を解こうとしている 

 

〔問題２〕 ２０点 

ウ なんともいえないもどかしさ  を感じながらも、なんとかして 

エ 世界とつながりたい  という気持ち。 

 

〔問題３〕 ６０点 

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



適性検査Ⅱ 

１ ３０点 

〔問題１〕 １５点 

 

〔問題２〕 １５点 

求めるもの 式 

正方形の１辺の長さ 

 

底になる面の長方形の長い辺の長さ 

 

半円の曲線の長さと等しい、 

長方形の辺の長さ 

 

４個の長方形の面積の合計 

 

２個の正方形の面積の合計 

 

半円の半径の長さ 

 

２個の半円の面積の合計 

 

てん開図の面積 

 

単位を㎠にしたてん開図の面積 

３２０÷（１＋２＋１）＝８０  

     

８０×２＝１６０ 

 

８０×３．１４÷２＝１２５．６ 

 

 

 （８０×３＋１２５．６）×１６０＝５８４９６ 

 

８０×８０×２＝１２８００ 

 

８０÷２＝４０ 

 

４０×４０×３．１４÷２×２＝５０２４ 

 

５８４９６＋１２８００＋５０２４＝７６３２０ 

 

７６３２０÷１００＝７６３．２ 

展
てん

開
かい

図
ず

の面積                 ７６３．２                  ㎠ 

    

    

    

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ４０点 

〔問題１〕 １５点 

奈
な

良
ら

の大仏 ・ 鎌
かま

倉
くら

の大仏 

奈良の大仏は中国地方など、日本各地から材料が調達された。これは当時の朝て

いが国を治める力が全国の広いはん囲におよんでいたことを示している。 

 

〔問題２〕 １０点 

武
ぶ

家
け

地
ち

 ・ 町
ちょう

人
にん

地
ち

 １ｋｍ２あたり １４１３０  人 

町人地の１ｋｍ２あたり６６６６７人に比べて人口みっ集の度合いが低いことか

ら、武家地に住む武士は広大な屋しきに住んでいたと考えられる。 

 

〔問題３〕 １５点 

 

３ ３０点 

〔問題１〕 １４点 

 

〔問題２〕 １６点 

資料４ ・ 資料５ ・ 資料６ ・ 資料７ 二つ選び、○で囲むこと。 

１９５７年から１９７１年にかけて東京都のきん労者世帯の平均月しゅう額が増

加している。月しゅうが増加するなかで自家用車をこう入する人が増え、自動車に

乗る生活が社会に定着したと考えられる。 

〔液体〕   液体Ｅ   液体Ｆ 

〔説明〕 液体Ａの記録に１を足しそれを２倍した数を求め、記録がその数以上で 

ある液体は、食器用せんざいを２０てき入れたときは液体Ｅと液体Ｆと液  

体Ｇで、食器用せんざいを４０てき入れたときは液体Ｅと液体Ｆだから。 

図６から時間がたつとまくの液体が下に移動することがわかるので、わくを上下

反対にすると液体の量がより多い方が上側になり、再びまくの上側の厚さがうすく

なってやぶれるまでにさらに時間がかかるから。 



適性検査Ⅲ 

１ ５０点 

〔問題１〕 ２０点 

 

説明 

１番目の空間が満水になるのは １分後 

２番目の空間が満水になるのは １＋２＝３ より

３分後 

３番目の空間が満水になるのは 

 １÷ (
１

２
＋

１

４
)＝

４

３
 より２番目から 

 
４

３
 分後である。 

 よって ３＋
４

３
＝

１３

３
 より 

１３

３
 分後 

４番目の空間が満水になるのは 

 (２ −
１

３
) ÷

１

２
＝

１０

３
  より３番目から 

  
１０

３
 分後である。 

 よって 
１３

３
＋

１０

３
＝

２３

３
＝７

２

３
 より 

 ７
２

３
 分後。 したがって、７分４０秒後 

 

７分４０秒後 

 

〔問題２〕 ２０点 

正方形の資材 ８２ 枚
まい

 

１辺の長さ ４５ ㎝  使った資材の面積 １６６０５０ ㎠ 

説明 

１だん目に必要な正方形の資材は １×４＋１＝５       より  ５まい 

２だん目に必要な正方形の資材は ２×４＋４＋２＝１４    より １４まい 

３だん目に必要な正方形の資材は ３×４＋９＋４＝２５    より ２５まい 

４だん目に必要な正方形の資材は ４×４＋１６＋６＝３８   より ３８まい 

したがって、 

２段目 

２段目 

３段目 

３段目 

１段目 

１段目 



 

〔問題３〕 １０点 

あぜ道を追加する場所 Ａ 経路の数 １６ 通り 

 

２ ５０点 

〔問題１〕 １０点 

１通り目                  ２通り目 

気体の種類 気体の割合
わりあい

 
 

気体の種類 気体の割合 

ちっ素 ８０％ 
 

ちっ素 ４０％ 

酸素 ２０％ 
 

酸素 ２０％ 

二酸化炭素  ０％ 
 

二酸化炭素 ４０％ 

 

〔問題２〕 ２０点 

ペットボトルに水をいれて、ふたをして、上下をひっくり返して水面を観察する。

上下を変えても水面が変化しないところが半分の位置である。 

 

〔問題３〕 ２０点 

記号 ウ 容器の素材の種類 発ぽうスチロール 

理由 

資料３より発ぽうスチロールはすきまが多く空気をたくさんふくんでいることが分

かり、資料４より空気は温まりにくいことから、容器に入れたお湯の温度が下がるの

がおそくなると考えられるから。 

必要な正方形の資材は      ５＋１４＋２５＋３８＝８２ より ８２まい 

また、 １５００００÷８２＝１８２９．２… 

１８５０００÷８２＝２２５６．０… より 

正方形１まいの面積を１８３０㎠から２２５６㎠の間におさめる必要があることが分

かる。 

正方形の資材の１辺の長さを４５㎝とすると、正方形１まいの面積は 

４５×４５＝２０２５ より ２０２５㎠ なので、１８３０㎠から２２５６㎠の間

におさまる。 

このとき、使った資材の面積は 

     ４５×４５×８２＝１６６０５０ より １６６０５０ ㎠ 



 


